
予科練平和記念館開館 10 周年記念式典
2 月 2 日、予科練平和記念館において開館 10

周年を記念した式典を開催しました。
式典では、当館の発展に尽力された協力者の皆

さんへの感謝状贈呈や感想文表彰、予科練生に対
する慰霊と尊敬の思いを込めた絵画が寄贈されま
した。また、『特攻の先駆けとなった若者たち　神
風特別攻撃隊　敷島隊』と題し、大橋良一（町予
科練歴史調査委員）が記念講演を行いました。

主な内容
令和 2 年度納期月・納期限一覧……

令和 2 年度市民活動支援補助金…

国 民 年 金 保 険 料 の 額 と 納 め 方 …

「阿見町立地適正化計画」を策定しています…

君原小学校は『小規模特認校』になります！…
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人と自然が織りなす，輝くまち

令和 2 年
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収納課☎888ー1111（146・148）

町税・国保税・後期高齢者医療保険料・介護保険料は

納期限までに
納めましょう！

令和2年度　納期月・納期限一覧

納付月 納期限

税（料）目

固定資産税 軽自動車税 町・県民税 国民健康
保険税

後期高齢者
医療保険料 介護保険料

4月 4月 30日（木） 第 1期

5月 6月 1日（月） 全期

6月 6月 30日（火） 第 1期

7月 7月 31日（金） 第 2期 第 1期 第 1期 第 1期

8月 8月 31日（月） 第 2期 第 2期 第 2期 第 2期

9月 9月 30日（水） 第 3期 第 3期 第 3期

10月 11月 2日（月） 第 3期 第 4期 第 4期 第 4期

11月 11月 30日（月） 第 5期 第 5期 第 5期

12月 12月 25日（金） 第 3期 第 6期 第 6期 第 6期

令和3年
1月 2月 1日（月） 第 4期 第 7期 第 7期 第 7期

2月 3月 1日（月） 第 4期 第 8期 第 8期 第 8期

3月 3月 31日（水） 第 9期

税金は定められた期限までに自主的に納税されなければならないものとされています。納期限内の自主納税
にご協力ください。（参考法令：地方税法 20条の 5、国民健康保険法第 81条、国税通則法第 10条）

▼問い合わせ	 収納課☎888ー1111（146・148）

■納税は、安心・確実・便利な口座振替で！
口座振替をご利用の場合は、各納期限の日に口座から引き落としをいたします。なお、4 月から口座振替を

ご希望の際は、3 月中に手続をお願いいたします。手続き等不明な点は下記までお問い合わせください。

守ります！税の公平
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人がつながるまちづくり

令和 2年度市民活動支援補助金

地 域 貢 献 活 動 を支援する
 補助金の申請受付 を開始します！

受付期間：4 月 1 日（水）～ 5 月 8 日（金）
町民活動推進課　☎888ー1111（272）

■対象となる団体
町内で地域貢献活動を 5 人以上で行っているNPO法人、ボランティア団体等の皆さん。

■補助金額
1 事業につき補助対象経費の 4分の 3以内
補助金の上限は 15万円以内（1,000 円未満は切り捨て）。
※1団体 1事業につき各年度 1回までとし、最大 3回
まで
※補助金は、予算の範囲内での交付となります

■補助金の対象となる経費
事業の実施に直接要する経費のうち、要件を満たしたも
の。

■補助金のポイント
令和 2年度から、対象となる団体・事業の要件を満たしていれば、初回の応募に限って「現在行って
いる事業」を申請することが可能になりました。同一趣旨の事業で 2回目以降の申請の際は、過去
に補助を受けた内容から拡充・発展が必要です。

■募集要項・申請書類の入手方法
各種要件（規約が必要等）や審査がありますので、詳細は「阿見町市民活動支援補助金令和 2年
度募集要項」をご覧ください。募集要項と申請書は、町ホームページ（http://www.town.ami.
lg.jp/0000005849.html）からのダウンロード、または役場町民活動推進課や町内の公共施設で配
布しています（町民活動推進課と町民活動センター以外では、募集要項の配布のみ）。

令和元年度に補助を受けた事業の『事業成果報告会』と、令和 2年度に補助金の
申請を検討している皆さんへの『補助金制度説明会』を以下のとおり開催します。

▼期日：3 月 29日（日）
▼場所：本郷ふれあいセンター 2階　会議室 1
▼時間：『事業成果報告会』　午後 2時から

『補助金制度説明会』　午後 2時 30分から

『事業成果報告会』と『補助金制度説明会』を開催します

やりたかった
イベントができた！

活動費用の
負担が減った！
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安全・安心な生活のために

犯罪のない安全・安心な生活環境は、すべての人の願いであり、安定した生活の基盤となるものです。皆さん
一人ひとりが犯罪を防止する意識を高め、防犯対策に取り組み、犯罪のないまちづくりを実現しましょう。

生活環境課☎888ー1111（253）

令和元年中の町の刑法犯認知件数※は 386 件、県内犯罪率（人口 1,000 人当たりの認知件数）では 44市
町村中ワースト 8位となっています。県では「自動車盗」・「住宅侵入盗」が全国ワースト 1位となっており特
に注意が必要です。

※刑法犯認知件数……警察などにおいて犯罪の発生が認知された件数

■防犯対策
●駐車場への対策
▼防犯カメラの設置▼センサーライト設置▼強固な門扉の設置▼門扉の確実な施錠

●車両への対策
▼強固なハンドルロック▼ナンバープレート盗難防止ネジ▼警報装置▼車輪止め▼GPS装置▼電波遮断
ポーチ（リレーアタック対策）▼スマートキー節電モード（リレーアタック対策）

■被害が多い自動車
▼プリウス▼ランドクルーザー▼ヴェゼル▼レクサスＬＳ等乗用車▼貨物車
※ハイブリット車や、新車登録が行われてから時間の経ったスポーツ車が狙われています
※被害に遭った車のうち約 9割の車は施錠中にもかかわらず被害に遭っています

自動車盗に要注意！

■被害状況
▼門扉がなく、出入り自由な駐車場での被害▼夜間、自宅や会社敷地内、アパート駐
車場、工事現場等での被害▼買い物等でエンジンキーを車内に置いたままにしたため、
短時間での被害▼門扉のチェーンやハンドルロックを破壊されて盗まれる被害▼イモ
ビカッター（※ 1）やリレーアタック（※ 2）により盗まれる被害
※ 1　イモビライザーという自動車の盗難防止装置を不正に解除する器具。車体の電
子制御装置に登録された IDコードを書き換え、エンジンを始動させる

※ 2　スマートキー装備車を狙った車両盗難の犯罪手口。特殊な専用機器を利用して
スマートキーから常時発信している微弱な電波を中継（リレー）し、ドアを開け、エンジンを始動し乗り
逃げする

住宅侵入盗に要注意！

県内の住宅侵入盗は令和元年 12月末時点で 1,458 件、犯罪率は全国ワースト 1位です。全国平均の 2倍
以上となっています。出入口の約 7割、窓の約 3割が無施錠の状態で侵入されています。
外出する際は、たとえ少しの時間でも、確実に鍵をかけましょう。また、在宅中も鍵を
かける習慣を付けましょう。

●自宅への対策
▼窓ガラスへの防犯フィルム▼サッシへの補助鍵▼センサーライト設置▼警報機等
防犯装置

安全・安心のまちづくり



高齢福祉課　☎888ー1111（141・743）／町シルバークラブ連合会（福祉センターまほろば内）　☎875ー6950

第
４
金
曜
日
に
定
例
競
技
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

競
技
会
で
は
毎
回
80
人
前
後

の
選
手
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
て
元
気
に
競
技

に
励
ん
で
い
ま
す
。

■
輪
投
げ
大
会

参
加
者
が
毎
回
3
0
0
人
を
超

え
る
人
気
の
あ
る
大
会
で
す
。
会

場
と
な
る
町
民
体
育
館
で
は
、
毎

回
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

■
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会

数
年
前
か
ら
町
民
体
育
館
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
輪
投
げ
大

会
に
次
い
で
人
気
の
あ
る
大
会

で
、
大
会
が
近
づ
く
と
、
競
技

の
練
習
が
で
き
る
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
『
ま
ほ
ろ
ば
』
で
は
、
た
く

さ
ん
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
練
習

を
行
い
ま
す
。

■
ペ
タ
ン
ク
・
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

年
に
1
回
、
県
大
会
に
出
場
す

る
町
の
代
表
を
決
定
す
る
た
め

に
、
旧
吉
原
小
学
校
で
大
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
内
に
は
37
の
シ
ル
バ

ー
ク
ラ
ブ
（
単
位
ク
ラ
ブ
）
が
あ

り
ま
す
。
1
7
0
0
人
ほ
ど
の
会

員
の
皆
さ
ん
が
、
単
位
ク
ラ
ブ
内

で
の
活
動
や
、
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

や
文
化
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
、
生
き
が
い
づ
く
り
・
健
康
づ

く
り
・
仲
間
づ
く
り
の
た
め
に
、

元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
行
っ
て
い
る
主
な
事
業

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

■
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ

大
会

県
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す

る
『
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー

ツ
大
会
』
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
が

主
催
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
輪

投
げ
・
ペ
タ
ン
ク
・
ク
ロ
ッ
ケ
ー
の

各
大
会
で
勝
ち
抜
い
た
選
手
の
皆

さ
ん
が
、
町
の
代
表
と
し
て
大
会

に
出
場
し
ま
す
。
平
成
26
年
度
・
27

年
度
は
ペ
タ
ン
ク
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
の
部
門
で
、
平
成
30
年
度
・

令
和
元
年
度
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
部
門
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ

め
、
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
会

町
総
合
運
動
公
園
で
、
第
2
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
取
り
組
み

た
だ
き
、
全
国
大
会
に
も
出
展
し

ま
し
た
。
令
和
元
年
度
も
た
く
さ

ん
の
作
品
を
出
展
し
ま
し
た
。

■
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

地
域
の
子
ど
も
育
成
会
等
が
共
同

で
行
う
事
業
で
す
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い

の
場
を
設
け
、
子
ど
も
の
健
全
な
育

成
や
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

を
促
進
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
令
和
元
年
度
は
22
の
単
位
ク

ラ
ブ
が
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

■
介
護
施
設
訪
問

町
内
2
つ
の
介
護
施
設
に
入

所
・
通
所
し
て
い
る
お
年
寄
り
へ

の
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。
施
設

側
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
、
継
続
し
て

行
う
活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
の

参
加
・
設
立
に
つ
い
て
の
支
援
や

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
金
の

交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
に
興
味
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
活
動
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
上
記
問
合
せ
先
へ
の
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
演
芸
会

年
に
2
回
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
カ
ラ
オ
ケ
・
舞
踊
・
民
謡
・

郷
土
芸
能
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
演

目
が
上
演
さ
れ
、
会
員
の
腕
を
披

露
す
る
絶
好
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。観
覧
を
希
望
す
る
人
も
多
く
、

会
場
で
あ
る
本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
は
、
毎
回
約
3
0
0
人
の
観

客
で
あ
ふ
れ
ま
す
。

■
単
位
ク
ラ
ブ
交
流
会

単
位
ク
ラ
ブ
間
の
親
睦
を
図
る

た
め
に
、
各
行
政
区
の
公
会
堂
等
を

利
用
し
た
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
年
間
を
通
し
て
開
催
し
令
和
元

年
度
は
18
ク
ラ
ブ
9
組
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

■
わ
く
わ
く
美
術
展

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
る
『
わ
く
わ
く
美
術
展
』
へ
多

数
の
作
品
を
出
展
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
か
ら
3
年
連
続
で

書
と
工
芸
の
部
門
で
知
事
賞
を
い

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

文
化
活
動
へ
の
取
り
組
み

▲輪投げ大会

▲演芸会

人がつながるまちづくり
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国民年金保険料
の額と納め方
国民年金保険料
の額と納め方

民
年金
国

国保年金課国民年金係☎888ー1111（136・137）

❷
納
付
書
（
現
金
）
に
よ
る
前
納

で
納
付

納
め
る
月
が
早
い
ほ
ど
割
引
額

が
多
く
な
り
ま
す
。

そ
の
年
度
の
一
定
期
間
の
保
険

料
を
前
も
っ
て
ま
と
め
て
納
め
る

（
前
納
）
と
、
保
険
料
が
割
り
引

き
さ
れ
て
お
得
で
す
。

▼
2
年
分
前
納
：
割
引
額

1
4
5
9
0
円

▼
1
年
分
前
納
：
割
引
額

3
5
2
0
円

▼
半
年
分
前
納
：
割
引
額

8
1
0
円

❸
口
座
振
替
で
納
付

口
座
振
替
な
ら
納
付
書（
現
金
）

で
納
め
る
よ
り
割
引
き
が
多
く
お

得
で
す
。

▼
2
年
分
前
納
：
割
引
額

1
5
8
4
0
円

▼
1
年
分
前
納
：
割
引
額

4
1
6
0
円

▼
半
年
分
前
納
：
割
引
額

1
1
3
0
円

▼
毎
月
納
付
は
2
種
類

▽
早
割
（
当
月
末
振
替
）：
月
々
50

円
割
引
（
例
：
4
月
分
の
保
険

料
を
4
月
末
日
に
振
替
）

▽
翌
月
末
振
替
：
割
引
な
し（
例
：

4
月
分
の
保
険
料
を
5
月
末
日

に
振
替
）

▼
口
座
振
替
手
続
き
に
必
要
な
も
の

▼
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
等

基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

▼
通
帳
▼
金
融
機
関
届
出
印

※
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
・

郵
便
局
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務

所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

❹
そ
の
他

電
子
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
利
用
し
た
納
付
も
で
き
ま

す
。

保
険
料
を
未
納
に
す
る
と
、

生
活
の
支
え
と
な
る
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
忘
れ
る
こ
と
な
く
納
め

ま
し
ょ
う
。

■
保
険
料
の
額

保
険
料
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

毎
月
の
保
険
料
は
翌
月
末
日
ま

で
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
保
険
料
：
令
和
2
年
度
は
月
額

1
6
5
4
0
円

▼
付
加
保
険
料
：
月
額
4
0
0
円
。

付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
と
、

2
0
0
円
×
付
加
保
険
料
納
付

済
月
数
ー
で
計
算
さ
れ
た
金

額
が
、
老
齢
基
礎
年
金
に
加
算

さ
れ
ま
す

※
納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す

■
納
め
方

❶
納
付
書
（
現
金
）
で
納
付

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

た
納
付
書
で
、
銀
行
・
郵
便
局
・
農

協
・
漁
協
・
信
用
金
庫
・
労
働
金
庫
・

信
用
組
合
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
ー
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
役
場
・
出
張
所
で
は
取
り

扱
い
で
き
ま
せ
ん
）。

▼口座振替で前納するのがお得です

納付方法 1か月分 6か月分 1年分 2年分

現金支払い（月々） 16,540 円 99,240 円 198,480 円 397,800 円

現金支払い（前納）
【割引額】

ー
98,430 円

【810 円】

194,960 円

【3,520 円】

383,210 円

【14,590 円】

口座振替（早割）
【割引額】

16,490 円

【50 円】

98,940 円

【300 円】

197,880 円

【600 円】

396,600 円

【1,200 円】

口座振替（前納）
【割引額】

ー
98,110 円

【1,130 円】

194,320 円

【4,160 円】

381,960 円

【15,840 円】

※納めていない期間の保険料については、納付期限から 2年を経過すると
時効により納められなくなります
※時期により前納できる期間に制限があります

平
成
29
年
4
月
よ
り
、
現
金
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に

つ
い
て
も
2
年
分
前
納
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
土
浦
年
金
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

☎
8
2
5
ー

1
1
7
0

みんなでささえ愛…こくほ
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健康と元気を支えるまちづくり

みなさんお元気ですか？
暖かくなってきたら、外に出て体を動かしましょう！

町運動普及推進協議会事務局（健康づくり課内）☎888ー2940

町運動普及推進協議会だより

町運動普及推進協議会は、町民の皆さんに健康を維持するための運動の普及活動を行うボランティ
ア団体です。今回は、令和元年 10 月 27 日に開催された「さわやかフェア 2019」での活動の様子、ウ
ォーキングマップについてご紹介します。

『さわやかフェア 2019』での活動

さわやかセンター内に「健康体操コーナー」を設けて、
日ごろの協議会の活動 PRと町民のみなさんがどなた
でも楽しくできる体操を行いました。一日を通して大
勢の人出があり、私たちも張り切って活動することが
できました。
左記の写真は、上肢から下肢までタオルを使って全
身をストレッチする「タオル体操」です。
その他にも、アニメのサザエさんのテーマソングや、
阿見音頭のマーチの曲に合せて全身を軽やかに動かす
「リズム体操」や、マス目のあるマットの上を順序よく

ステップを踏んで進む「スクエアステップ」などを行いました。みなさんが元気に体操される姿を見て、
私たちも元気をもらいました。
参加された人からは、「楽しかった」「気持ちよかった」「良い体験ができた」などの感想をいただきま
した。また、アンケート結果では、参加された人の約 60％から町運動普及推進員の活動を「知っている」
とお答えいただきました。中には、「活動をもっと PRして、運動を推進していってほしい」と、私た
ちの活動を期待してくださる声もいただき、今後の活動への励みとなりました。
さわやかフェアのように、いろいろな世代の人にふれあうことができる機会に、私たちの活動をよ
り多くの人に知っていただき、地区の高齢者向けの体操教室「つるかめ教室」などで、みなさんと一緒
に健康づくりに取り組んでいきたいと思います。

町運動普及推進協議会で作成している町のウォーキングマップ「歩こうマ
ップ」について、既存のコースの安全面や見所などの確認と、新しい
コースの作成を行いました。
「歩こうマップ」は各公民館などに置いてあります。初心者の人でも歩き
やすいコースを紹介していますので、ウォーキングをこれから始める人も、
すでに取り組んでいる人もぜひお手にとってご覧ください。

ウォーキングマップ「歩こうマップ」が新しくなります

▲歩こうマップ表紙
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安全・安心のまちづくり

「阿見町立地適正化計画」
を策定しています

都市計画課☎888ー1111（231）

立地適正化計画とは？

全国的に人口減少や高齢化が進行しています。皆さまのお住まいの地域でも、地域の人口減少や高齢化、空き
家・空き地の増加等の影響がみられるのではないでしょうか。これまでの都市計画では、人口増加を見込んだ拡
大型の都市づくりを進めてきましたが、人口減少等に対応しつつ暮らしやすい環境づくりを進め、人口規模に適
したコンパクトで効率的な都市への転換を推進するため、平成 26年に「立地適正化計画」が創設されました。
「立地適正化計画」では、「集約と連携」による持続可能で安全・安心して暮らせる都市づくりを実現するため、
居住を含めた都市活動を誘導する区域を定め、人口密度を維持し生活に必要な施設や機能の集約を促進するとと
もに、公共交通等によるアクセス性を確保することで、より効率的な都市運営を目指しています。

都市のコンパクト化やアクセス性の向上により以下の効果が
期待されます
▼生活サービス施設の立地と経営を支えることによる生活利

便性の維持・向上
▼サービス産業の生産性向上による地域経済の活性化
▼公共施設、生活インフラの維持・管理等の行政サービス効率化

立地適正化計画を策定すると

計画策定にあたっての町の課題

1. 集約化に向けた基準の設定
市街地の集約化を図る基準の設定が必要です

2. 各市街地での拠点区域の明確化（都市機能誘導）
町では市街地の拠点が散在しており、将来的に生活を
支える拠点の明確化を図る必要があります

3. 市街地の役割の明確化と魅力の創出
人口減少に合わせたライフスタイルの変化に対応するこ
とや、各市街地の特性をいかし、居住層とするターゲッ
トを明確にし、具体的な生活像を描くことが必要です

4. 市街地を連携するネットワークの形成
市街地における拠点形成と合わせて、市街地間を連携
するネットワークを確保する必要があります

5. 都市基盤整備の可能性に関する検討
集約化を図るにあたり、都市施設や土地利用の更新等、
都市基盤整備の可能性についての検討が必要です

6. 大規模な土地利用との調和の確保
町内の防衛用地、産業用地、文教厚生用地、商業・
業務用地等の大規模な非住居系の用地との調和を図っ
た市街地のあり方を検討する必要があります

7. 生活の場における安全・安心に配慮した誘導方針の検討
安全・安心な生活環境を確保するため、災害関係の法
的規制や地形等を総合的に考慮し、居住を誘導するこ
とに適さない地区についての方針づけが必要です

「人口構造」、「情報技術の発展」、「働き方や暮らし方」等社会が変化するなかで、「都市の拡大とスポンジ化」「都
市のインフラや都市空間の変化」、「災害リスクの高まり」等に対応するため、町の課題を次のように設定します。

町立地適正化計画は、平成 30 年度に町の現状把
握のために実施した準備調査をもとに、令和元年度・
2年度の 2か年で策定します。
策定にあたって「阿見町立地適正化計画策定委員
会」を組織し検討を行っています。

町立地適正化計画策定の流れ
現
況
調
査
・
分
析

課
題
の
分
析
・
抽
出

基
本
方
針
の
検
討

誘
導
区
域
・
施
設
検
討

誘
導
施
設
・
目
標
値
検
討

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

策　
　

定
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安全な消費生活の推進

消費者コーナー消費者コーナー
『くらしの注意報！　～安全で快適なくらしのために～』

元年度・第 4回
若者向け悪質商法被害防止共同キャンペーンを実施しています

進学、就職で環境が変わるこの時期、若者を狙う悪質な人や業者はいろいろな手口で近づいてきます。
若者の多くは契約に関する知識が十分ではなく、社会経験も少ないことから、若者が消費者被害にあうこと
が少なくありません。はっきり「断る勇気」を持つことも必要です。

若者が狙われる代表的な消費者トラブルを紹介します

問い合わせ：▼町消費生活センター☎888ー1871（ファクシミリ兼用／月～金
曜日の午前 9 時～午後 4 時　※土・日・祝日は消費者ホットライン☎188 へ）
▼商工観光課☎888ー1111（171）

▼きっかけ：「アンケートに協力して」「無料体験」等で近づき事務所に誘われる
▼特徴：▽信用させる▽長時間勧誘される▽高価格▽契約を急がせる▽不安にさせる

▽消費者金融などで借入やローンを組ませる
▼勧められる商品・サービス：▽化粧品▽エステ▽アクセサリー▽美顔器▽絵画▽芸能
スクール等

キャッチセールス：突然、路上で声をかけられ、事務所に行くと…

▼きっかけ：友人・知人やSNSで「簡単にお金が稼げる」「必ず儲かる」と紹介される
▼特徴：▽説明会・勉強会・セミナーに誘われる▽商品の販売組織に入会▽ネットワーク
ビジネス▽知人や友人を紹介すると手数料（マージン）が入る▽消費者金融などで
借入やローンを組ませる

▼勧められる商品・サービス：▽健康食品▽化粧品▽バイナリーオプション取引（為替
相場等の上昇下降を予想）▽企業家セミナー▽投資関連のUSBや DVD等

マルチ商法：人を紹介すると紹介料が貰えると言われてついていくと…

▲消費者庁イラスト集
より

◎町長からのメッセージ
町では、悪質商法や詐欺などの未然防止および早期救済のため、平成 16年度から消費生活センターを開
設し、町民の皆さまからのご相談に対して、消費生活に関する資格を有した専門の相談員が対応しています。
しかしながら、近年、インターネットやキャッシュレス決済の普及により生活は便利になる一方、環境
の変化によって生じるトラブルはますます多様化・複雑化し、高齢者や若者などの契約弱者を狙った悪質
商法やニセ電話詐欺などの被害が後を絶ちません。
町ではこれからも、町民の皆さまが安全・安心な消費生活を送れるよう相談体制の充実を図るとともに、
広報紙やホームページでの注意喚起や出前講座の開催など、消費者行政を推進してまいります。
町民の皆さまには、日ごろより消費生活センターが発信する情報をよくご確認いただき、消費生活に
関してお困りのことや気になることがございましたら、お気軽に消費生活センターまでご相談ください
ますようお願い申し上げます。

令和 2年 3月
　阿見町長　千葉繁
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学校教育課☎888ー1111（322）

君原小学校は全校児童 70 人ほどの小さな学校です。令和 2年 4月から、町で唯一、町内のどこからでも通学で
きる「小規模特認校」になります。地域の特色を活かした教育と、きめ細かな指導を行います。

小規模特認校での就学の条件

▼就学開始日において、町に住所を有していること
▼君原小学校の教育活動・PTA活動に賛同し協力すること
▼通学にあたっては、保護者の負担および責任において行うこと
▼原則として、卒業まで君原小学校に通学すること

●周りの豊かな自然を活かした沢山の体験活動を行います。近くの田畑では、地域の農家の皆さんの
ご協力によりさまざまな作物づくりと収穫体験を行います
●生き物とふれあう機会も多く、地域の人が育てているポニーの乗馬体験を行います
●上級生を中心に伝統芸能の後継者として君島地区に伝わる町指定民俗文化財「ひょっとこ」踊り体験や、
和楽器の演奏体験を行います

①地域の特色を活かした体験活動

●少人数教育の良さを活かした、きめ細かな指導を行います。教師がひとりひとりの理解状況を把握
できることから、その子に応じた指導を行います
●児童数が少ないため学習機材や運動器具に目で見て手で触れる機会が充実します（理科・音楽・体育・ICT教育等）
●低学年から外国語活動を行い、語学力とコミュニケーション能力を高めます

②ひとりひとりにきめ細かな教育

特記事項

▼君原小学校の小規模特認校制度は、令和 2年 4月から 6年間導入します
▼各学年の児童数は、君原小学校の通学区域の児童も含めて「16人」を上限とします
▼令和 2 年度の募集は終了しました

町小規模特認校制度・手続きに関する問い合わせ
町教育委員会　学校教育課小規模特認校担当（役場 3 階）☎ 029-888-1111（内線 322）

君原小学校は令和 2 年 4 月より、
町内どこからでも通学できる 

『小規模特認校』になります！

『き』っと『み』んなの『は』っぴー『ら』んど！

いきいき学びのまち AMI
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今年で開館 30周年を迎えた町立図書館は、どなたにでもご利用いただける町の生涯
学習施設です。地域の皆さんの心と生活の豊かさと、町の活性化のための活動を支
援しています。中央公民館と同じ敷地内にあり、交通も至便で広い駐車場も完備し
ています。まだ利用したことのない人も、どうぞお気軽に図書館へお出かけください。

開館時間
火～金曜日／午前 9 時～午後 7 時
※土・日・祝日は午後 5 時まで
問い合わせ　☎ 887-6331

図書・雑誌等を読んだり借りたりするほかにも、ＣＤ・ＤＶＤを視聴できます。また、学習スペースの使用や、
インターネットを使った調査もできます。探し方・調べ方がわからない時はお手伝いしますので、お気軽にカウ
ンターや職員にお申し出ください。また、ご年配の人にも読みやすい大活字本・さわって楽しめるしかけ絵本・点
字図書・外国語の本等も所蔵しています。

■図書館ではどんなことができるの？

図書館で所蔵していない本をリクエストできます。ただし、リクエスト用紙の提出は、月に 1人 1冊まで、
出版 1年以内の図書に限ります（検討の結果、リクエストのご希望に添えない場合もあります）。
国立国会図書館・県立図書館・県内の公立図書館および茨城大学・県立医療大学の資料を取り寄せて借りるこ
ともできます（「相互貸借」といいます）。相互貸借は月に 1人 5冊（国立国会図書館の資料は、年に 1人 4冊）
までです。
※リクエスト・相互貸借は町内在住・在勤・在学の人に限ります。申込書は、本人が来館して提出してください

■読みたい本の所蔵がない！

■利用するにはどうしたらいいの？

館内の資料はどなたでも利用で
きます。図書カードのご提示は不
要です。図書館の資料（本・雑誌・
視聴覚資料）を館外貸出するとき
や館内のパソコンを使用するとき
は図書カードが必要です。氏名・
生年月日・現住所の記載された身分証（学生証・保険証も可）をお持ちいただければ、その場で発行できます。
図書カードは、各公民館図書室と共通です。カードを作るときは必ず本人が来館し、手続きをしてください。
貸出期間は、図書・雑誌が 14日間、視聴覚資料が 7日間です。次の予約がない資料は、一度だけ 7日間の延
長が可能です。
図書カードのパスワードを登録すると、インターネットや検索端末から資料の予約ができます。また、予約
資料の入荷連絡にはメールアドレスの登録が便利です。随時登録できますので、ぜひご利用ください。

▼図書カードを作れる人
対　象 貸出内容

町内に在住する人
年齢制限なし

図書：無制限・雑誌：10冊・視聴覚資料：3点
町内在勤・在学の人

図書：10冊・雑誌：5冊・視聴覚資料：3点
町外に在住する人 18 歳以上

■貸し出し以外のサービスはないの？

図書館やボランティア団体、地域の皆さんが企画したさまざまな企画やイベントに参加できます。『広報あみ』
お知らせ版の「図書館だより」や、図書館で配布している「あみ★ライブラリー」のほか、「町ホームページ」・「あ
みメール」・「町公式ツイッター」、貸出レシートに記載するなどして、毎月のイベントをご紹介しています。また、
2階視聴覚室を学習スペースとして開放しています。どうぞご利用ください。
※図書館の利用方法などについてご不明な点は、お気軽に図書館（☎ 887-6331）にお問い合わせください

いきいき学びのまち AMI

■図書館ってどんなところ？

図書館では、約 15万冊 8千冊ある図書や、新聞・雑誌・視聴覚資料（CD・DVD）などを、無
料で閲覧・借りることができます。図書館のホームページ（http://www.town.ami.lg.jp/
soshiki/22-4-0-0-0_1.html）や右記二次元コードからでも簡単に図書・雑誌・視聴覚資料の検
索ができますので、一度アクセスしてみてください。
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町体育協会だより

町体育協会事務局（中央公民館内）　☎888ー2526

町体育協会だより
町体育協会シンボルマーク

町体育協会ホームページ　http://www.town.ami.lg.jp/soshiki/14-4-0-0-0_1.html

各種大会の結果（敬称略）

●第 49 回町民野球大会

期 日 10月６日（日）・14日（月）
場 所 総合運動公園町民球場

成 績
▽優勝：リナレス▽準優勝：
理想筑波▽ 3 位：ドルフィ
ンズ、武器学校

●秋季バレーボール大会

期 日 10月 13日（日）
場 所 町民体育館

成 績
▽優勝：阿見サンクラブＡ
▽準優勝：しらさぎ▽ 3 位：
つくみ▽ 4 位：ミッキー

●秋季町民テニス大会

期 日 10月 20日（日）

場 所 総合運動公園テニスコート

女 子
シニア

▽上位クラス優勝：小西由香利
▽下位クラス優勝：有田美津代

女 子
一 般 ▽準優勝：中里李奈

男 子
シングルス

▽上位クラス優勝：小松澤栄
▽上位クラス準優勝：関山実
▽下位クラス優勝：小松澤満生、
梅澤雅之

男 子
一 般

▽ 1 位トーナメント優勝：須永
秀郎▽ 1 位トーナメント準優勝：
鈴木茂、小山耕一▽ 2 位トーナ
メント優勝：五十嵐靖▽ 3 位トー
ナメント優勝：上田雅行、粕谷司

●令和元年度町民グラウンド・ゴルフ
大会

期 日 10月 24日（木）
場 所 総合運動公園町民球場
男 子
の 部

▽優勝：関根三郎▽準優勝：
大室雅彦▽第 3 位：菊川洋征

女 子
の 部

▽優勝：大室正子▽準優勝：
菊川道子▽第 3 位：坂口弘子

●第 41 回県グラウンド・ゴルフ
交流大会兼第 75 回国民体育大会
鹿児島県大会・北関東大会予選会

期 日 10月 29日（火）

場 所
鹿島ハイツスポーツクラブ
人工芝サッカー場（鹿嶋市）

男 子
の 部

▽準優勝：岡島俊一▽ 4 位：
佐藤忠従紀

女 子
の 部

▽準優勝：木村照子▽ 4 位：
村山千枝子

※準優勝の岡島さん・木村さんは、
第 75 回国民体育大会鹿児島県
大会・北関東大会に出場します。
４位入賞の佐藤さん・村山さんは
北関東大会に出場します

●地区親善ソフトボール大会

期 日 11月 10日（日）・17日（日）
場 所 総合運動公園町民球場

成 績
▽優勝：三区下▽準優勝：岡崎
▽ 3 位：一区、筑見

●第 34 回岡田奨励旗剣道大会

期 日 11月 2日（土）
場 所 竹来中学校体育館

団 体
▼小学生高学年の部
▽ 優 勝：舟島剣道クラブ
▽3位：桜香方正会A

個 人

▼小学生 3 年生以下の部
▽準優勝：谷田駿（桜香方正会）
▼小学生 5 年生の部
▽準優勝：栗山大諒（舟島剣
道クラブ）
▼小学生 6 年生の部
▽3位：若松聖（桜香方正会）
▼中学生男子の部
▽優勝：浅野達彦（竹来中学
校）▽準優勝：松山大和（竹
来中学校）▽3位：飯島圭祐
（竹来中学校）

▼中学生女子の部
▽優勝：松本曖那（竹来中学
校）▽準優勝：相澤宥愛（竹
来中学校）▽3位：長岡明花
（竹来中学校）

▼基本の部
▽優秀賞：櫻井涼花（桜香方
正会）、髙田徠翔（桜香方正
会）、沓澤樹里（舟島剣道ク
ラブ）

〈広告欄〉
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予科練平和記念館だより

予科練平和記念館だより

予科練平和記念館☎891ー3344　開館時間：月曜日を除く午前9時～午後5時

予科練平和記念館ホームページ　http://www.yokaren-heiwa.jp/

元予科練生講演会の開催について ( 無料・予約不要 )

元予科練生である篠原吉宗さんに当時のお話を伺います。篠原さんは、元海軍乙種第 23期飛行予科練習生
です。終戦は当時朝鮮半島にあった元山海軍航空隊で迎え、その後、モスクワ郊外にあった収容所に強制抑留
されました。当日は、予科練時代・実施部隊時代・強制抑留時代とそれぞれの経験をお話ししていただきます。
▼日　時：3 月 28日（土）午後 2時〜３時 30分
▼場　所：かすみ公民館多目的ホール

※当日は予科練平和記念館にお集まりください。予科練平和記念館よりかすみ公民館へ送迎バスを
運行します。かすみ公民館の駐車場へはお車を停めないようお願いします

▼講　師：篠原吉宗氏（元海軍乙種第 23期飛行予科練習生）

「おはなしとむかしあそびの会」の開催 ( 無料・予約不要 )

予科練平和記念館にある、選りすぐりの絵本で読み聞かせをします。その後は「むかしの遊び」で楽しく
遊びましょう。お子さまといっしょにご参加ください。
▼日時：3 月 14日（土）午前 10時〜午後 3時
※絵本の読み聞かせ：❶午前 11時〜 11時 30分　❷午後 2時〜 2時 30分

▼場所：予科練平和記念館内ラウンジ
▼対象：未就学児〜小学校低学年まで（未就学児は保護者同伴）
▼内容：当日はバルーンアートや的当てなど他のイベントも同時に行われます。

詳細についてはチラシ、ホームページ等でご案内します。どうぞお楽しみに

●『おもちゃの病院』を同日開催します
壊れたおもちゃをご持参いただければ、おもちゃドクターがなおします。
おもちゃの診察は原則無料ですが、部品代、材料代等の実費をいただく
場合があります。詳細は上記へお問い合わせください。
▼受付時間：午前 10時〜正午、午後 1時〜 3時　▼場所：予科練平和記念館ラウンジ
▼その他：事前予約不要。当日直接お越しくださいおもちゃの病院

〈広告欄〉
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❶
町
内
産
た
け
の
こ
の
出
荷
お
よ
び

販
売
に
つ
い
て

町
内
産
た
け
の
こ
の
出
荷
お
よ
び

販
売
を
行
う
た
め
に
は
『
阿
見
町
に

お
け
る
管
理
計
画
』
に
基
づ
き
生
産

者
台
帳
へ
の
登
録
と
出
荷
前
検
査
等

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
生
産
者
台
帳
に
登
録
し
て
い

な
い
人
や
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❷
市
民
農
園
の
新
規
利
用
者
募
集

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
土
と

親
し
み
、
作
物
の
栽
培
・
収
穫
の
喜

び
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

市
民
農
園
（
ふ
れ
あ
い
農
園
・
菜
園
）

の
新
規
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
契
約
期
間 

4
月
1
日（
水
）～
令

和
3
年
3
月
31
日（
水
）

▼
使
用
料 
年
額
3
0
0
0
円
（
1

区
画
：
約
33
平
方
メ
ー
ト
ル
）

▼
対
象 

町
内
在
住
の
農
業
を
営
ん

で
い
な
い
20
歳
以
上
の
人

▼
申
込
方
法 

3
月
6
日（
金
）～
16

日（
月
）に
印
鑑
を
持
参
の
う
え
直

接
左
記
に
申
し
込
む　

※
申
込
数

が
空
き
区
画
を
上
回
る
場
合
抽
選

s
農
業
振
興
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
1
8
3
）

県
で
は
、
数
多
く
の
県
内
企
業

が
参
加
す
る
企
業
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時	

3
月
10
日（
火
）午
後
1
時

～
3
時
30
分

▼
場
所	

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水

戸
（
水
戸
市
宮
町
）

▼
参
加
企
業
数 

63
社

▼
対
象	

大
学
院・大
学・短
大・高
専・

専
門
学
校
等
の
令
和
3
年
3
月
卒

業
予
定
者
と
3
年
以
内
の
既
卒
者

▼
そ
の
他 

申
込
不
要
・
参
加
費
無
料

s
茨
城
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
0
2
9
ー

2
2
4
ー

6
2
1
8

県
内
の
医
療
機
関
・
看
護
学
校
が

集
ま
る
合
同
進
学
就
職
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
期
日 

3
月
7
日（
土
）

▼
時
間 

午
後
0
時
30
分
～
3
時
30
分

▼
場
所 

つ
く
ば
国
際
会
議
場
（
つ

く
ば
市
竹
園
）

▼
対
象 

▼
就
職
活
動
し
て
い
る
看

護
学
生
・
看
護
職
員
▼
看
護
大
学
・

看
護
学
校
等
進
学
希
望
者

▼
内
容 

▼
県
内
医
療
機
関
に
よ
る

職
場
紹
介
コ
ー
ナ
ー
▼
看
護
職
進

学
・
就
職
相
談
コ
ー
ナ
ー

▼
そ
の
他 

▼
参
加
無
料
▼
申
込
・

予
約
は
不
要
▼
入
退
場
自
由

s
県
看
護
協
会
☎
0
2
9
ー

2
2
1
ー

6
9
0
0

農
業
振
興
課
か
ら
❶
・
❷

﹃
い
ば
ら
き
企
業
説
明
会

2
0
2
0
﹄
開
催

﹃
い
ば
ら
き
看
護
職
合
同

進
学
就
職
説
明
会
﹄
開
催

ま
ち
の

で
き
ご
と

ま
ち
の

で
き
ご
と

■
﹁
知
っ
て
、
肝
炎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

阿
見
小
・
中
学
校
特
別
授
業
実
施

1
月
14
日
、
阿
見
小
学
校
に

お
い
て
、
阿
見
小
学
校
5
・
6
年

生
、
阿
見
中
学
校
1
年
生
を
対
象

と
し
た
肝
炎
特
別
授
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
池
上
正
氏
（
東
京
医
科

大
学
茨
城
医
療
セ
ン
タ
ー
教
授
）
に

よ
る
授
業
や
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る

音
楽
グ
ル
ー
プSO

L
ID

E
M

O

の

シ
ュ
ネ
ル
氏
・
木
全
寛
幸
氏
を
交
え

た
肝
炎
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■﹃
お
好
み
演
芸
寄
席
﹄

開
催

1
月
18
日
、
本
郷
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、﹁
新
春
お

好
み
演
芸
寄
席
﹂
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

会
場
で
は
、ね
ば
ね
ば
音
頭
や
、

も
の
ま
ね
、
歌
謡
、
漫
談
、
落
語

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
目
が
2
時

間
に
わ
た
り
披
露
さ
れ
、
観
客
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
3
0
0
人
の

観
客
が
卓
越
し
た
演
芸
を
堪
能

し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
中
、
終
宴
と

な
り
ま
し
た
。

まちのできごと・インフォメーション
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AMI AMIインフォメーション

〈広告欄〉

●
入
会
説
明
会
開
催

▼
期
日 

3
月
3
日（
火
）

▼
時
間 

午
前
9
時
30
分
か
ら
1
時

間
程
度

▼
場
所 

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
別
館
）

▼
対
象　

当
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣

旨
に
賛
同
す
る
、
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
町
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
人
（
入
会
承
認
制
）

●
﹃
マ
イ
ホ
ー
ム
の
ミ
ニ
営
繕
﹄
引

き
受
け
ま
す

マ
イ
ホ
ー
ム
の
床
の
補
修
、
軽
易

な
大
工
仕
事
、
ふ
す
ま
・
障
子
・
網
戸

の
張
り
替
え
、
家
の
雑
役
、
庭
木
の

せ
ん
定
、
草
刈
り
、
草
取
り
な
ど
を

行
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

s
（
公
社
）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
8
ー

2
0
3
6

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ
フ

ェ
）と
は
、認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族・

地
域
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
専
門
家

等
が
集
ま
り
、
飲
み
物
や
お
菓
子
を

囲
み
な
が
ら
交
流
し
、
認
知
症
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
場
で
す
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
ほ
ろ
ば
、
本
郷

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
続
き
、『
中

央
公
民
館
』
に
中
央
オ
レ
ン
ジ
カ
フ

ェ
を
新
た
に
開
設
す
る
に
あ
た
り
、

お
子
さ
ん
の
こ
と
で
『
気
に
な
る

こ
と
』
や
『
心
配
な
こ
と
』
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？　

未
就
学
の
お
子
さ

ん
の
発
達
に
つ
い
て
の
不
安
や
関

わ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
心
理
相

談
員
・
保
健
師
が
個
別
相
談
に
応
じ

ま
す
。

親
子
相
談
ル
ー
ム
『
く
れ
よ
ん
』

は
予
約
制
の
た
め
、
事
前
に
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
場
所 

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
申
込
方
法	

電
話
ま
た
は
直
接
左

記
に
申
し
込
む

s
健
康
づ
く
り
課
（
総
合
保
健
福
祉

会
館
内
）☎
8
8
8
ー

2
9
4
0

町
国
際
交
流
協
会
か
ら

今
年
の『
国
際
交
流
親
善
花
見
会
』

な
ら
び
に
3
月
8
日（
日
）に
開
催
を

予
定
し
て
い
た
『
世
界
の
文
化
を
知

ろ
う
！　

リ
ト
ア
ニ
ア
編
（
広
報
あ

み
2
月
号
お
知
ら
せ
版
：
2
月
14
日

発
行
に
掲
載
）』は
諸
般
の
事
情
に
よ

り
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

s
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
9
2
）

※
火
～
金
曜
日
の
午
前
8
時
30
分

～
午
後
5
時
15
分
（
祝
日
を
除

く
）

�aiea-am
i@

atlas.plala.or.jp

開
所
式
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
期
日	

4
月
2
日（
木
）

▼
時
間	

午
後
1
時
30
分
～
3
時

30
分

▼
場
所	

中
央
公
民
館

▼
内
容	

開
所
式
実
施
後
、
カ
フ
ェ

タ
イ
ム
や
認
知
症
予
防
の
た
め
の

軽
い
体
操
・
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

創
作
活
動
・
歌
唱
な
ど
を
実
施
し

ま
す

▼
今
後
の
開
催
日 

毎
月
第
1
木
曜

日
、
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

に
開
催
し
ま
す

▼
そ
の
他 

申
込
不
要
・
参
加
料
無

料　

※
会
場
の
収
容
人
数
を
超
え

た
場
合
は
入
場
を
ご
遠
慮
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す

s
オ
レ
ン
ジ
の
会
代
表　

田
邉

☎
0
8
0
ー

5
5
4
2
ー

6
5
9
0

放
送
大
学
で
は
、
4
月
入
学
生
を

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
で
授
業
を
行

っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
学
生
は
そ

の
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き

な
時
に
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
、
幅

広
い
世
代
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

心
理
学・福
祉・経
済・歴
史・文
学・

自
然
科
学
等
、
約
3
0
0
の
幅
広
い

授
業
科
目
が
あ
り
、
1
科
目
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
資
料
を
無
料
で
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
出
願
期
間 

3
月
17
日（
火
）ま
で

s
放
送
大
学
茨
城
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
9
ー

2
2
8
ー

0
6
8
3

▼
期
日 

3
月
29
日（
日
）

▼
時
間 

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3

時
（
受
付
9
時
）

▼
場
所 

中
央
公
民
館
2
階
和
室

他
▼
参
加
料 

▼
一
般
：
5
0
0
円

▼
高
校
生
以
下
：
無
料　

※
昼
食
・

飲
み
物
は
各
自
持
参

▼
そ
の
他 

事
前
申
込
不
要

s
阿
見
囲
碁
同
好
会
田
中

☎
8
4
1
ー

2
2
7
0

▼
募
集
訓
練
科　

▼
機
械
技
術
科

（
2
年
訓
練
）
▼
自
動
車
整
備
科

（
2
年
訓
練
）
▼
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

制
御
科
（
2
年
訓
練
）
▼
I
T
技

術
科
（
1
年
訓
練
）

▼
試
験
期
日　

3
月
17
日（
火
）

▼
応
募
期
間　

3
月
9
日（
月
）ま
で

▼
そ
の
他 

各
募
集
訓
練
科
の
募
集

人
数
・
試
験
内
容
・
受
験
料
等
の

詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

s
県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
8
4
1
ー

3
5
5
1

親
子
相
談
ル
ー
ム
﹃
く
れ
よ
ん
﹄

県
立
産
業
技
術
専
門
学
院

令
和
2
年
度
学
院
生
募
集

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
に

つ
い
て

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら

中
央
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
︵
認
知

症
カ
フ
ェ
︶
開
所
式
開
催

放
送
大
学
生
徒
募
集

阿
見
囲
碁
同
好
会
か
ら

囲
碁
大
会
参
加
者
募
集
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役場開庁時間（土・日・祝日・年末年始を除く）
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
※日曜開庁あり（『広報あみ』お知らせ版参照）

『広報あみ』は、下記公共施設等にも備えてありますので、
ご利用ください。
▼公共施設：役場 1 階正面玄関・ロビー、役場 2 階情報広報
課、うずら出張所、総合保健福祉会館『さわやかセンター』、
中央・かすみ・君原の各公民館、本郷・舟島の各ふれあい	
センター、予科練平和記念館、町民活動センター

▼その他の施設：町内の郵便局、町内の常陽銀行・筑波銀行
の各支店、水戸信用金庫阿見支店、茨城県信用組合阿見支
店、カスミフードスクエア阿見店・荒川本郷店、スーパー
タイヨー阿見店、ランドロームフードマーケット阿見店

●人口と世帯●
▽ 2月 1日現在
▽常住人口ベース
▽（　）内は前月比
▽情報広報課調べ

●公共機関電話番号●●防災行政無線フリーダイヤル●
防災行政無線で放送された内容は、下記の
フリーダイヤルの電話でも確認することがで
きます。（通話料は無料です）

●定例相談●

阿見消防署管内調べ
出場件数 187件（187）

※救急車の適正な利用を
お願いします

急　　病 137件（ 137）
交通事故 10件（ 10）
一般負傷 22件（ 22）
そ の 他 18件（ 18）
合　　計 187件（ 187）

3 月の納税等
国民健康保険税（9期）

納期限 3 月 31 日（火）

4 月の納税等
固定資産税（1期）

納期限 4 月 30 日（木）

救急車出動状況 1 月（年累計）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

●総人口　47,754 人 ( － 49）
●男　性　23,658 人 ( － 21）
●女　性　24,096 人 ( － 28）
●世帯数　19,955 世帯 ( － 37）

●あみメール登録お願いします●
スマートフォン・携帯電話で
t-ami@sg-m.jp宛てに空メール
を送信するか、または左記二次元
コードを読み取り、専用サイトに
アクセスして登録してください。▲二次元コード

0120-131-813

行政相談
日　　時	 3 月 5日（木）　午前10時〜午後3時
場　　所	 役場 3階 302会議室
問い合わせ	 総務課☎ 888ー1111（215）
子育て相談
電話・来所相談	 月〜金曜日 午前 9時〜午後 4時
場　　所	 中郷保育所内
訪問相談	 随時受付
問い合わせ	 地域子育て支援センター☎ 891ー2772
教育相談
日　　時	 月～金曜日 午前 9時〜午後 5時
場　　所	 図書館となり
問い合わせ	 教育相談センター（やすらぎの園）☎ 888ー1225
心配ごと相談
日　　時	 水曜日 午後 1時〜 4時
弁護士相談	 月 1回午後 1時〜 3時 30 分　※弁護士相談

は毎週水曜日の心配ごと相談にて要予約
場　　所	 総合保健福祉会館『さわやかセンター』相談室
問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
高齢者総合相談
日　　時	 月〜金曜日 午前 8時 30分〜午後 5時 15分
場　　所	 町社会福祉協議会内
問い合わせ	 �町地域包括支援センター☎887ー8124
消費者相談
日　　時	 月〜金曜日　午前9時〜正午、午後1時〜 4時
場　　所	 役場 1階町消費生活センタ−
問い合わせ	 町消費生活センタ−☎ 888ー1871
交通事故相談
期　　日	 月・水〜金曜日（火曜日は閉庁）
時　　間	 午前 9時〜正午、午後 1時〜 4時 45分
弁護士相談	 第 3水曜日　午後 1時〜 4時　※要予約
場　　所	 県土浦合同庁舎
問い合わせ	 県南地方交通事故相談所☎ 823ー1123

うずら出張所	
☎ 841ー1167
健康づくり課	
☎ 888ー2940
福祉センターまほろば	
☎ 887ー3969
地域子育て支援センター	
☎ 891ー2772
阿見消防署	
☎ 887ー0119
火災情報案内	
☎ 0297ー64ー0119
上下水道課	
☎ 889ー5151
霞クリーンセンター	
☎ 889ー0091
中央公民館	
☎ 888ー2526
君原公民館	
☎ 889ー1363
かすみ公民館	
☎ 888ー8111

本郷ふれあいセンター	
☎ 830ー5100
舟島ふれあいセンター	
☎ 840ー2761
図書館	
☎ 887ー6331
予科練平和記念館	
☎ 891ー3344
総合運動公園	
☎ 889ー2788
教育相談センター	
☎ 888ー1225
町民活動センター	
☎ 888ー2051
町男女共同参画センター	
☎ 896ー3181
消費生活センター	
☎ 888ー1871
町民ダイヤル（休日当番医・
定例相談等のテレホンサー
ビス）☎ 887ー6600


